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南浦 涼介のプロフィール
大学時代
⼩学校の教師を
⽬指していた

タイで
日本語教師 兵庫県の

中学校で教師
社会科

ガソリンスタン
ドで
フリーター

タイで
日本語教師

滋賀県で
外国人児童生徒
の日本語教師

大学院
⽇本語教育
社会科教育

附属小学校
教師
社会科、図⼯、理科

農業高校で教師
地理

山口大学で
教師
⼩学校全般
社会科教育

東京学芸大学で
教師
⽇本語教育
国語教育

広島大学で
教師
外国⼈児童⽣徒教育
教育課程論 教育制度など

自己紹介，え，誰？



自己紹介 え，誰？

南浦涼介（みなみうりゃ）

広島⼤学で担当している主な授業
• 外国人児童・生徒の教育（1年生）
• 教育課程論（2年生）
• 教育の社会・制度（2年生〈with 米沢T〉）
• 外国人児童生徒の教育課程デザイン特論（院生）

おしごとにしていること・得意なこと
外国人児童生徒教育

社会科教育

教材開発 カリキュラム論

教育評価

教育政策

日本語教育

国際理解教育

異文化間教育

教師教育
漫才

社会参加

多文化共生

授業研究



南浦のテーマ① いい授業って何だ？
みんなが学べる授業って何だ？
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中学校３年生と小学校６年生の「小中交流授業」

テーマ「桃太郎は懲役何年か？」

小６が「桃太郎を追及する検事」

中３が「桃太郎を弁護する弁護士」

桃太郎が鬼が島で行った行為を，
現代の刑法をもとに吟味して刑を「検事」が請求。
「弁護士」が弁護。
最終的に妥当な量刑を裁判官役が決定する！

「わからないけれど、おもしろい」ってどういう授業？

南浦のテーマ① いい授業って何だ？
みんなが学べる授業って何だ？

出典）村上忠君先⽣の実践
参考⽂献 南浦涼介（2018）教師の経験から⽣まれる社会科教育観と授業研究スタイル─個別教師のライフストーリーから⾒る、理論と教育観の相互補完性と共同体, 梅津
正美（編）『協働・対話による社会科授業の創造─授業研究の意味と⽅法を問い直す』（pp.150-173）東信堂



小学校５年生の国語

劇団四季の劇「エルコスの祈り」を自分たちでもやってみる

「ユートピア学園」に通う子どもたちのところにやってきた
スイッチを押すと２つの役に切り替わるロボット「エルコス」

・A「あらゆる制約や規範を守るエルコス」

・B「あらゆる制約や規範を気にしないエルコス」
このエルコスの間で翻弄される子どもたち
最後に子どもたちの１人「ジョン」が言うセリフ

「僕たちはエルコスに教えてもらった…『本当の自由』を」

そこからのジョンの独白が空欄になっており，自分たちで作って
いかなくてはならない。劇団四季の真似をしてもつまらない。
私たちにとって「本当の自由」とは？

「わからないけれど、おもしろい」ってどういう授業？

南浦のテーマ① いい授業って何だ？
みんなが学べる授業って何だ？

出典）清⽔良先⽣の実践
参考⽂献 南浦涼介・清⽔良（2018）「本当の⾃由とは何か」をめぐる⼩学⽣と留学⽣の対話―国語教育と⽇本語教育の教室が緩やかにつながる実践
『イマ×ココ』6, 42-53.
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南浦のテーマ① いい授業って何だ？
みんなが学べる授業って何だ？

出典）南浦涼介（2015）「おもしろきこともなき世をおもしろく」できる教室, 神吉宇⼀，名嶋義直，柳⽥直美，三代純平，松尾慎，嶋ちはる，⽜窪隆太編『⽇本語教育 学
のデザイン』（pp.248-249）凡⼈社.



「わからないけれど、おもしろい」を生み出すには？

①現実世界でも「論争上」にある（なりそう）問題

②その世界のプロフェッショナルが現実世界で考えていること

・「大人」は何歳からなのか？ 「大人の高校生」に「保護者」は必要なのか？

・学校の外周のおよその長さを測りたいが、それだけの巻き尺がない。学年全員の「
歩幅」をつかうとどのように計測することができるか？

・江戸城の天守閣は絵図でしか残っていないが、この高さは実際どのくらいだった
のか？

・小学校の2時間目と3時間目の間の休憩時間は何て呼ぶべきか？

・高校の国語に「文学」は必修であるべきか、選択科目でいいか？

・「天皇誕生日」はいつまで続けるべきか？

南浦のテーマ① いい授業って何だ？
みんなが学べる授業って何だ？

「わからないけれど、おもしろい」を生み出すには？



南浦のテーマ②外国につながる子とその教育

クラスに外国から子どもたちが来たとき，教師としてどう授業をする？
（先生も周囲の多くも，その子たちの母語を使えません！）

い
資料をわかりやすい
日本語に書き換える

先生がわかりやすい
日本語で話す

授業の中で視覚的・
体験的・操作的なも
のをつかって言葉ば
かりに頼らない授業

をする

あ

体育や図画工作など
の授業ではない座学
系の授業は積極的に
別教室に取り出し，
日本語を学ぶ授業で
サポートする

日本語ができるよう
になったらクラスの
授業に参加する

う
母語の使用OK

翻訳アプリを促す

グループにその母語
が使える子ども同士
を入れ積極的に母語

で議論を

発表はできるだけ日
本語。わからないこ
とは母語でもOK。
周囲が翻訳機などで

日本語に

①これが実現できたらいいな，と思うのはどれ？
②現実的にはこれになるのだろうな，と思うのはどれ？
③なぜ②になってしまうのか，さらにそれぞれにどのような「難題」がありそうか？

問題を個人化・医療化する 問題を社会化する

「できない子・困った子」 「可能性を持った子・力があるけど出せない」

「できない子・困った子」が問題を解決する 可能性や力を出せるように周囲が変わる

え
国語の教材にはもっ
と移民の子どもの成

功物語を

登場人物の挿絵の髪
の色や民族的背景も

多彩に

歴史も日本中心では
なく海外との関係性

中心に

世界の音楽を学ぶ内
容の充実



「個に応じる」とは「①個別に対応する」なのか「②個性を生かす」なのか？

個別化（個別に対応する）
の根底にある教育の発想

個性化（個性を生かす）
の根底にある教育の発想

目的
収斂的アプローチ
個々の差を埋めて１つの目的に向かう
格差の解消

拡散的アプローチ
学び手の個性をのばす方に向かう
差異の承認

個人差の捉え方 学習にかかる時間の差（量的差異） 関心や学習スタイルの差（質的差異）

対応の視点 方法への着目，達成目標への着目 内容（テーマ）や目的方向性への着目

カリキュラムの
捉え方

知能や学業成績を一元的尺度で捉える
量的 直線的

多重知能や個性などの多元的尺度
質的 多面的

発展学習の発想 早修（acceleration），より早く進む 拡充（enrichment），より広く深く学ぶ

「いい授業」とは「①個々がわかる」ことなのか「②みんなでおもしろい」なのか？

実は僕らの教育学って「多数者の教育学」になってない？
「多様性の教育学」をつくりたいね

学習を進めていく上での個性を認め，個性が重なりながら差を補完し合い，
全体で伸びていく学習・教材・学校・評価・地域をつくっていくこと

というわけで，南浦のやっていること①

出典）⽯井英真（2021）「『⽇本の学校』の新しい形へ─知育の協働化と徳育の個性化による『どの⼦も⾒捨てない，みんなが輝く学校づくり』」『未来の学校─ポスト・
コロナの公教育のリデザイン』⽇本標準, p.113をもとに南浦が学⽣に向けて再構成



というわけで，南浦のやっていること②

日本語指導者，支援者も大切。
でもお任せ状態だとうまくいかない。
一般の教師はどのような視点を持てばいいの？

外国につながる子どもたち〈もいる〉教室や学校を動かせる
教師とはどのような資質を持つ教師か？

外国に
つながる
子ども
の増加

日本語指導が必
要な子ども

日本語指
導を！

日本語指導が必
要じゃないけど
外国につながる
子ども

日本語
指導者が
必要！

普段の
クラスの
中で
過ごす

一般教師
は何をす
るの？

ここ，誰も考えてないよね？



というわけで，南浦のやっていること③

これを実現するためには，「定義→具体化」「理論→実践」だ
けではうまくいかない。

光が当たっているスーパーティーチャーばかりみていてもだめ。
キラキラした発信をしている学校ばかりみていてもだめ。

地道に学校のすみっこで実践をしている人，学校にも光を当て
ていくことも「研究」とする必要があるよね。

「教育の研究」を一部の専門家の特権にしないこと
〈客観・一般・自然科学〉は研究の前提ではない

客観的理論，数値化や指標化して語る研究だけではうまくいか
ない。主観性や個別性・物語を「研究」とすることが重要

なんなら論文だけが研究成果の語りではないかもしれないよ。



ということを考えたとき，あらためて，卒論でみなさんに期待していること

学問・テーマでつながるよりも，姿勢・価値でつながる

「おもろい！」と「なるほど！」


